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 第 4 章では、新規触媒を用いたα-チオエステルのイミンに対する不斉付加反応の開発を行
い、付加体を高立体選択性で得ることに成功した。著者は従来のキラル有機塩基触媒では脱
プロトン化の困難なα-フェニルチオエステルをプロ求核剤に用いることで、本触媒の高い触
媒活性を示した。また、既存のキラル有機超強塩基触媒では本反応の立体制御は難しく、
新規触媒の有用性を示した意義深い研究である。  
 
 本研究の成果は、キラル有機超強塩基触媒により不斉反応へ適用可能なプロ求核剤の拡充
を達成し、開発した超強塩基触媒の有用性を示したものである。本研究で得られた知見から、
更なる高活性触媒の開発や反応性の低い基質を用いた不斉反応の開拓に大いに貢献するもの
と期待される。 
これらの研究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。従って、大石將文氏提出の博士論文は、博士(理学)の学位論文とし
て合格と認める。  
